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あらまし：若者の社会参加意識が高まる中, ボランティア活動を行う学生は責任が伴う機会に遭遇するこ
とが多いことから, 様々な視点で考え, 自律的な思考とモチベーションを維持することが求められる. そ
のため, 特に長期的なプロジェクト型ボランティアに参加する学生には精神的疲弊が見られる傾向が多
い. そこで本研究ではボランティア活動に参加する学生において自律的思考を育成し, モチベーション維
持ができるモデルの検討を行う. 
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1. はじめに 
 東日本大震災をきっかけに, 若者の社会参加意識
が高まっている. 20 代を対象に「何か社会のために
役立ちたいと思っているか」を尋ねた内閣府世論調

査結果では, 「思っている」という回答が震災後に
10%以上増加していることがわかった(1).  
 しかし, 若者の社会参加, つまり学生のボランテ
ィア活動では, 途中で来なくなるなど活動の継続が
困難な傾向がある. 特に, プロジェクト型ボランテ
ィアに参加する学生に見られることが多い. その原
因として精神的疲弊とモチベーションの低下が考え

られる.  
ニティンら(2)は, モチベーションを「絆への欲動」

「理解への欲動」「獲得への欲動」「防御への欲動」

の 4つの欲動（表 1）から成り立つものと定義し, さ
らにこれらは複雑に絡み合い, 全ての欲動を満たし
て初めてモチベーションへとつながると述べている. 
しかし, ボランティアの活動でのモチベーションを
維持するために, これら 4 つの欲動を同時に満たす
ことは難しい.  
 

表 1 モチベーションの 4つの欲動 

  
途中離脱の課題においては, 細井ら(3)の運動継続

に関する研究で, 複数の運動から各自に選択させた
ところ, 継続行動が見られたことを報告している. 
つまり, ボランティア活動を継続させるためには, 

モチベーションを維持し, 各自が自律的に行動でき
るようなシステムが必要だと考えられる.  
そこで本研究では, ボランティア活動におけるモ

チベーション維持の状況を調査したうえで, その維
持モデルを検討する. さらに, そのモデルを評価す
る項目についても検討する. 維持モデルにおいては, 
自律的思考を促す要素を組み込み, 継続した活動の
促進を目指す.  
 
2. ボランティアのモチベーション  
 ボランティア活動に対する精神的疲弊感・モチベ

ーションの状況について調査する.   
2.1 インタビュー調査 
調査に同意の得られた, 日常生活でボランティア

活動を行っている 40 代以上 30 名, 大学のボランテ
ィアセンターを利用してボランティア活動を行って

いる学生 10 名を対象に, 「ボランティア活動に対し
てのモチベーション低下とその理由」についてイン

タビュー調査を行った.  
その結果, 40 代以上は身体的なしんどさを感じて

いる反面, 学生は精神的なしんどさを感じているこ
とがわかった. 具体的な内容を表 2 に示す. 

 
表 2 インタビュー調査結果まとめ 

対象 しんどさの具体的な内容 

40代 
以上 

・足腰が弱いためしんどかった 
・具体的に衰えてきた 
・体力的にしんどい 

身体的 

学生 

・一緒にやっていく人との関係性 
・自分のやりたいことと活動の主旨がず

れている 
・勉強が忙しい時期に休めない空気の時 

精神的 

 
2.2 モチベーション変動調査 
 ボランティア活動前後でのモチベーションの変化

欲動 内容 

絆への欲動 仲間に存在を認められ , 仲良く行動を
共にしたいという欲求 

理解への欲動 新しいことを学ぶこと自体に感じる面

白さへの欲求 

獲得への欲動 目標に向かって何か成し遂げたい , や
りがいへの欲求 

防御への欲動 外部の脅威から身を守る , 生存に関わ
る欲求 
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を調べるために, 普段から様々なボランティアを行
い, モチベーションの低下・精神的疲弊を感じるこ
とがよくある某大学の A さんに, 授業やボランティ
アなどの日常生活での活動に対して, 各活動前後の
モチベーションを 100 点満点で自己評価してもらっ
た. その結果を表3に示す. これより, 授業等の日常
生活と単発ボランティア活動は, 活動前の方がモチ
ベーションは低かった. 一方, プロジェクト型ボラ
ンティア活動では活動後の方がモチベーションが低

くなっていた. 後者の理由には, 「数人でやる作業を
一人でやっていた」「期限が迫っていた」「体調不良

気味だった」などが挙げられ, 大規模の活動が個人
の能力に依存してしまうことがその個人のモチベー

ションの低下につながることがわかった.  
 

表 3 一週間の活動別モチベーション（点） 

活動内容 活動前の 
平均値 

活動後の 
平均値 

日常生活,  
単発ボランティア活動 36.5 53.9 

プロジェクト型 
ボランティア活動 50.0 33.3 

 
3. モチベーション維持モデルの提案 
 ボランティア活動におけるモチベーション維持モ

デルの組織設計にあたっては, A さんのモチベーシ

ョン低下の理由を参考に, 個人の活動にならないよ
うプロジェクトグループとすること, コーチングを
はじめとしたマネジメントができるようなコーディ

ネーターを設置すること, を考えた（図 1）. 
 表 4 は, モチベーションの 4 つの欲動において, 
具体的な内容を対応させたものである.  
 モチベーション維持を支援する上では, これら 4
つの欲動を満たすことを前提に行動する.  
まず, 独立したリーダーという存在を無くし, グ

ループ単位での行動をするように仕向けることで

「絆への欲動」を満たす.  
次に, コーディネーターはグループに対し質問を

投げかけるなどし, 達成目標を明確化し「獲得への
欲動」を満たす. また, グループメンバーは目標に向
けて行動することで自律的思考を促進する.  
さらに, 仲の良い人同士でプロジェクトグループ

を形成させコミュニケーションを取りやすくするこ

とで, 個人の状況の共有が容易になり活動を継続で
きる「防御への欲動」を満たす. 同時に, お互いの価
値観を学びやすくすることで, 「理解への欲動」を満
たす.  

 
表 4 モチベーションの 4つの欲動への対応 
欲動 内容 

絆への欲動 プロジェクトグループの明確化 

理解への欲動 プロジェクトグループ内の 
コミュニケーション 

獲得への欲動 コーチングによる達成目標の明確化 
防御への欲動 グループ内で活発に進捗状況を確認 

 
図 1 モチベーション維持モデル 

 
4. 活動に対するモチベーション評価 
 モチベーションの 4 つの欲動とモチベーションを
図る指標(2)から, モチベーションを評価する項目を
考えた. 表 5 に評価項目と欲動と指標の対応を示す.   
 

表 5 モチベーション評価項目 
欲動 指標 評価項目 

絆への欲動 
離職意思 活動をやめたくない

と思うか 

従業員満足度 組織メンバーと仲は

良いか 

理解への欲動 仕事への愛着 活動についてもっと

知りたいと思うか 

獲得への欲動 
仕事への愛着 活動にエネルギーを

注げるか 

コミットメント 活動にやりがいを 
感じるか 

防御への欲動 従業員満足度 組織に不満はないか 
 
5. おわりに 
 今回, ボランティア活動におけるモチベーション
低下に対する課題解決と自律的思考を促進するボラ

ンティアシステムの構築のために, 自律を促すモチ
ベーション維持モデルを検討し, 6 つの評価項目を
作成した. 
 今後, 検討したモデルと評価項目を使用して, ボ
ランティア活動を行っている学生に対し検証を行う.  
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